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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源と、
　イオンを発生する複数のイオン発生部、及び、該複数のイオン発生部の駆動を制御する
制御部を有するイオン発生ユニットと
　を備える照明装置において、
　前記制御部は、その起動時に、前記複数のイオン発生部を駆動し、所定時間経過した後
、前記複数のイオン発生部夫々の駆動時間を略同一とすべく前記複数のイオン発生部の一
つずつを順次駆動するように制御することとし、前記光源の点灯／消灯、及び／又は照度
の高／低に応じて発生するイオン量が大／小となるように前記複数のイオン発生部を駆動
するように構成してあることを特徴とする照明装置。
【請求項２】
　前記制御部は、前記複数のイオン発生部をそれぞれ断続的に駆動して、前記複数のイオ
ン発生部を順次駆動するように制御することを特徴とする請求項１に記載の照明装置。
【請求項３】
　前記制御部は、前記複数のイオン発生部を連続的に駆動することが選択的に可能なよう
に構成してあることを特徴とする請求項１に記載の照明装置。
【請求項４】
　前記光源はＬＥＤであることを特徴とする請求項１から３の何れか一つに記載の照明装
置。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光源と、イオン発生部を駆動してイオンを発生するイオン発生ユニットとを
備える照明装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、工場、オフィス、住宅等の建物の内部空間の高気密化に伴い、清潔で快適な作業
空間又は居住空間を実現すべく、人体に有害な浮遊物を除去して空気を清浄化したいとい
う要望が強くなっている。このような空気の清浄化の技術として、従来、対象となる空間
内の空気を吸い込み、フィルタを通過させて空気中の浮遊物を該フィルタに捕捉すること
により除去する技術が広く用いられていた。
【０００３】
　このようなフィルタを用いた装置においては、作業空間又は居住空間の全体に清浄化効
果を及ぼすことが困難であり、例えば、室内に配置された家具の裏側、部屋の角部等の空
気の澱み易い場所において十分な清浄化効果を期待することができない。また、細菌、ウ
イルス等の有害な浮遊物に対しては十分な除去効果を得ることができないという問題があ
った。そこで、近年、空気中の水分から放電によってプラスイオンとマイナスイオンを生
成し、空気中に浮遊する細菌、ウイルス等の有害な浮遊物を取り囲み破壊する技術を利用
した装置が実用化されている。
【０００４】
　このように細菌、ウイルス等の有害な浮遊物を殺菌又は消毒するイオン等の粒子を放電
により発生させる装置においては、放電電極等の部品の消耗を抑え、装置の長寿命化を図
りたいという要望があり、種々の提案がなされている（例えば、特許文献１参照）。
【０００５】
　特許文献１に開示された高圧オゾン発生器は、放電電極対を複数個のブロックに分割し
、該複数個のブロック夫々に交互に高圧パルス電圧を印加して放電を生ぜしめ、オゾンを
発生させるように構成してある。この構成により、放電開始時の過渡状態を利用してオゾ
ンの発生効率の向上を図るとともに、無駄な電極の消耗を少なくすることができ、長寿命
化を図ることができる。
【特許文献１】特開２００１－１９４０９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところが、特許文献１の高温オゾン発生器においては、複数個のブロックの放電電極対
に交互に電圧を印加して放電を生ぜしめ、オゾンを発生させるように構成してあるから、
放電電極対全てを用いた場合と比較して、装置の起動時に、空間内にオゾンを充満させ、
所定の濃度に到達させるまでに時間がかかるという問題があった。
【０００７】
　本発明は斯かる事情に鑑みてなされたものであり、起動時に空間内のイオン濃度を所定
濃度まで速やかに上昇させることができるとともに、所定のイオン濃度を維持しつつ長寿
命化を図ることができるイオン発生ユニットを備え、イオン発生部を無駄なく駆動するこ
とができる照明装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明に係る照明装置は、光源と、イオンを発生する複数のイオン発生部、及び、該複
数のイオン発生部の駆動を制御する制御部を有するイオン発生ユニットとを備える照明装
置において、前記制御部は、その起動時に、前記複数のイオン発生部を駆動し、所定時間
経過した後、前記複数のイオン発生部夫々の駆動時間を略同一とすべく前記複数のイオン
発生部の一つずつを順次駆動するように制御することとし、前記光源の点灯／消灯、及び
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／又は照度の高／低に応じて発生するイオン量が大／小となるように前記複数のイオン発
生部を駆動するように構成してあることを特徴とする。
【０００９】
　本発明にあっては、イオン発生ユニットの起動時に複数のイオン発生部を駆動して所定
時間駆動するように構成してあるから、起動時に空間内のイオン濃度を所定濃度まで速や
かに上昇させることができる。そして所定時間経過した後に、複数のイオン発生部夫々の
駆動時間を略同一とすべく前記複数のイオン発生部の一つずつを順次駆動しているから、
複数のイオン発生部の交換時期を同じにすることができ、イオン発生ユニット全体として
所定のイオン濃度を維持することができる期間を長くすることができ、結果として、長寿
命化を図ることができる。また、複数のイオン発生部の一つずつを順次駆動しているから
、複数のイオン発生部にかかる負荷を均一化することができ、該イオン発生部を構成する
放電電極等の部品の消耗を抑え、長寿命化を図ることができる。
　また、本発明にあっては、照明装置の光源の点灯／消灯、及び／又は照度の高／低に応
じてイオン発生ユニットが発生するイオン量が大／小となるようにしてあり、一般に、照
明装置の光源の点灯／消灯、照度の高／低は、人の有無、人の活動の活発さに対応してい
ることが多いから、清潔で快適な作業空間又は居住空間を実現することができるとともに
、イオン発生部を無駄なく駆動することができ、長寿命化を図ることができる。
【００１４】
　本発明に係る照明装置は、前記制御部は、前記複数のイオン発生部をそれぞれ断続的に
駆動して、前記複数のイオン発生部を順次駆動するように制御することを特徴とする。
【００１５】
　本発明にあっては、複数のイオン発生部を断続的に駆動するとともに該複数のイオン発
生部を順次駆動するように構成してあり、発生したイオンは消滅するまでに時間を要する
から、所定のイオン濃度を維持しつつ、イオン発生部の駆動時間を短くすることにより該
イオン発生部を構成する放電電極等の部品の消耗を抑え、長寿命化を図ることができる。
【００１６】
　本発明に係る照明装置は、前記複数のイオン発生部を連続的に駆動することが選択的に
可能なように構成してあることを特徴とする。
【００１７】
　本発明にあっては、前述の発明に記載の駆動と、複数のイオン発生部を連続的に駆動す
る駆動とが選択的に可能なように構成してあり、室内の使用状態等に応じて、連続的な駆
動を選択することが可能となるから、空間内のイオン濃度を適切な濃度に維持しつつ、イ
オン発生部を無駄なく駆動するができ、長寿命化を図ることができる。
【００２４】
　本発明に係る照明装置は、前記光源はＬＥＤであることを特徴とする。
【００２５】
　本発明にあっては、光源にＬＥＤを用いており、ＬＥＤは長寿命であり、また前述の発
明に記載の如くイオン発生部を駆動することにより、イオン発生部を長寿命化することが
できるから、イオン発生部又は光源の交換作業の回数を低減することができ、使用者の手
間を軽減することができる。
【発明の効果】
【００２６】
　本発明によれば、起動時に空間内のイオン濃度を所定濃度まで速やかに上昇させること
ができるとともに、所定のイオン濃度を維持しつつイオン発生部の長寿命化を図ることが
でき、また、イオン発生部を無駄なく駆動することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２７】
　以下、本発明をその実施の形態を示す図面に基づいて、イオン発生ユニットとして、イ
オン発生部にて発生したイオンを送風する送風用のファンを備える空気清浄ユニットを例
に詳述する。図１は、本発明に係るイオン発生ユニット１００の外観斜視図である。図２
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は、イオン発生ユニット１００の分解斜視図である。
【００２８】
　図中４は、一面が開口した筐状のケースである。ケース４の内部には、一面が開口した
筐状の本体ベース３が収容してある。
【００２９】
　本体ベース３の対向する１組の側壁は、開口の側が広がるように傾斜させてあり、これ
らの側壁の内面には、矩形板状を有し、イオンを発生するイオン発生部としてのイオン発
生素子Ａ３１及びイオン発生素子Ｂ３２が固定板３４，３４により着脱可能に夫々取付け
てある。
【００３０】
　イオン発生素子Ａ３１は、放電電極としての針電極と、誘導電極としての板電極とを備
えており、誘導電極に設けた貫通孔の内側に該貫通孔と略同心をなして放電電極を設け、
放電電極と誘導電極との間に高電圧を印加することにより、放電を生ぜしめるように構成
してある。イオン発生素子Ａ３１の一端側には、放電によりマイナスイオンを発生させる
マイナスイオン発生電極部３１ａ，３１ｂが適長離隔して設けてあり、他端側には、放電
によりプラスイオンを発生させるプラスイオン発生電極部３１ｃ，３１ｄが適長離隔して
設けてある。イオン発生素子Ｂ３２は、イオン発生素子Ａ３１と同様の構成をなす。なお
、イオン発生素子Ｂ３２は、プラスイオン発生電極部がイオン発生素子Ａ３１のマイナス
イオン発生電極部３１ａ，３１ｂに、マイナスイオン発生電極部がイオン発生素子Ａ３１
のプラスイオン発生電極部３１ｃ，３１ｄに夫々対向するように本体ベース３に取付けて
ある。
【００３１】
　これらイオン発生素子Ａ３１及びイオン発生素子Ｂ３２は、空気中の水分を放電により
イオン化することにより、プラスイオンとしてのＨ+ （Ｈ2 Ｏ）n （ｎは任意の自然数）
と、マイナスイオンとしてのＯ2 

- （Ｈ2 Ｏ）m （ｍは任意の自然数）とを発生する。そ
して、これらが化学反応することにより、活性種である過酸化水素（Ｈ2 Ｏ2 ）及び／又
は水酸基ラジカル（ＯＨ）が生成され、空気中の浮遊細菌や浮遊ウイルス等が除去される
。
【００３２】
　また本体ベース３の底面の略中央には、その回転軸が前記底面と略直角をなすようにフ
ァン３３が取付けてある。なお、ファン３３が取付けられる底面の略中央には、後述する
空気吸込口から吸い込まれた空気を気流の乱れを生じさせることなくスムーズに流動させ
て空気吹出口に導くべく、外側から内側に向かって円形状に絞り込んだ椀状の絞り部が形
成してある。
【００３３】
　また本体ベース３には、イオン発生ユニット１００を制御するマイクロコンピュータ（
以下マイコンと略す）、イオン発生素子Ａ３１、イオン発生素子Ｂ３２、及びファン３３
に供給する所定の電圧を発生する電源回路と、イオン発生素子Ａ３１、イオン発生素子Ｂ
３２、及びファン３３を駆動する駆動回路等が設けられた回路基板５が本体ベース３の１
側壁に取付けてある。回路基板５には、後述するカバーの着脱を検出するためのマイクロ
スイッチ３５が設けてある。
【００３４】
　さらに本体ベース３には、ＬＥＤを備える表示部３６が設けてある。表示部３６は、イ
オン発生ユニット１００の動作状態をＬＥＤの点灯状態で示すように構成してある。
【００３５】
　この本体ベース３は、開口の側がケース４と同方向になるようにケース４の内部に取付
けてある。ケース４に取付けられた本体ベース３の開口の側には、吸い込みグリル２が設
けてある。
【００３６】
　吸い込みグリル２は、本体ベース３の開口部と略同一寸法の板部２０と、該板部２０の
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一面に設けられた吹出方向設定部材とを備えている。吸い込みグリル２の板部２０の略中
央には、吸込孔２５が設けてある。吸い込みグリル２の板部２０の四隅には、第１吹出孔
２１、第２吹出孔２２、第３吹出孔２３及び第４吹出孔２４が設けてある。吸い込みグリ
ル２は、板部２０の側が本体ベース３の開口の側になるように本体ベース３に取付けてあ
る。なお、吹出方向設定部材は、吸い込みグリル２を本体ベース３に取付けた状態で、フ
ァン３３により吸い込まれた空気を第１吹出孔２１、第２吹出孔２２、第３吹出孔２３及
び第４吹出孔２４に夫々導く通気路を形成するように設けてある。
【００３７】
　本体ベース３の開口の側には、吸い込みグリル２の板部２０を覆うように、イオン発生
ユニット１００に流入出する空気の案内板であるカバー１が取付けてある。
【００３８】
　カバー１の中央部には、吸込孔２５に対応する位置に空気吸込口１５が設けてある。カ
バー１の空気吸込口１５の外周には、空気吸込口１５を取り囲み、第１吹出孔２１、第２
吹出孔２２、第３吹出孔２３及び第４吹出孔２４夫々に対応する位置に第１空気吹出口１
１、第２空気吹出口１２、第３空気吹出口１３及び第４空気吹出口１４が設けてある。
【００３９】
　この構成により、空気吸込口１５と第１空気吹出口１１、第２空気吹出口１２、第３空
気吹出口１３及び第４空気吹出口１４とを連通する通気路が形成される。この組立状態に
おいて、第１吹出孔２１及び第１空気吹出口１１並びに第３吹出孔２３及び第３空気吹出
口１３の近傍には、マイナスイオンを発生するイオン発生電極部が夫々配置され、第２吹
出孔２２及び第２空気吹出口１２並びに第４吹出孔２４及び第４空気吹出口１４の近傍に
は、プラスイオンを発生するイオン発生電極部が夫々配置されることになる。なお、前述
したファンは、その回転軸が空気吸込口１５及び第１空気吹出口１１、第２空気吹出口１
２、第３空気吹出口１３及び第４空気吹出口１４の面と直交するように取付けてある。
【００４０】
　また、カバー１の内面には、本体ベース３に設けられたマイクロスイッチ３５と整合す
る位置に突起棒（図示せず）が立設してある。カバー１が装着されているとき、突起棒が
マイクロスイッチ３５を押して、マイクロスイッチ３５がオンとなる。一方、カバー１が
取り外されているとき、突起棒がマイクロスイッチ３５から離れ、マイクロスイッチ３５
がオフとなる。
【００４１】
　このように構成されたイオン発生ユニット１００において、ファン３３を動作させたと
き、空気吸込口１５から空気が吸い込まれ、吸い込まれた空気は、ファン３３を通過し、
吸い込みグリル２の吹出方向設定部材により形成される通気路を通り、第１空気吹出口１
１、第２空気吹出口１２、第３空気吹出口１３及び第４空気吹出口１４から吹き出される
。第１空気吹出口１１及び第３空気吹出口１３から吹き出される際に、イオン発生素子Ａ
３１及びイオン発生素子Ｂ３２のマイナスイオン発生電極部で発生したマイナスイオンが
空気に含まれることになり、マイナスイオンを含む空気が外部に送り出される。また、第
２空気吹出口１２及び第４空気吹出口１４から吹き出される際に、イオン発生素子Ａ３１
及びイオン発生素子Ｂ３２のプラスイオン発生電極部で発生したプラスイオンが空気に含
まれることになり、プラスイオンを含む空気が外部に送り出される。
【００４２】
　図３は、イオン発生ユニット１００の制御系の構成を示すブロック図である。イオン発
生ユニット１００の回路基板５には、電源回路５１が設けてある。電源回路５１は、適宜
部位に設けられた端子台を介して商用交流電源に接続される。電源回路５１は、商用交流
電源から供給された電流を整流する整流回路、整流された電圧を所定の電圧（３３Ｖ）に
変換するトランス、一定電流を供給する定電流供給回路等を備えている。電源回路５１に
は、同じく回路基板５に設けられた制御部５２が接続してあり、電源回路５１は、制御部
５２に一定電流の３３Ｖの電源を供給する。
【００４３】
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　制御部５２は、３３Ｖの電源を５Ｖに降圧して供給する制御電源供給回路５２ａと、イ
オン発生ユニット１００を制御する制御用のマイコン５２ｂと、設定内容を記憶するメモ
リ５２ｃと、リモートコントローラ６からの赤外線を受光する受光部５２ｄとを備えてい
る。マイコン５２ｂには、制御電源供給回路５２ａ、メモリ５２ｃ及び受光部５２ｄが夫
々接続してある。制御電源供給回路５２ａは、５Ｖの電源をマイコン５２に供給する。リ
モートコントローラ６は、イオン発生ユニット１００をオン／オフする操作を受け付ける
電源スイッチと、イオン発生ユニット１００の運転モード（高／中／低）を選択する操作
を受け付けるスイッチと、これらのスイッチの操作に応じた赤外線信号の送信を行う送信
部６１とを備えている。なお、運転モードは発生するイオン量に応じて定められている。
【００４４】
　マイコン５２ｂには、同じく回路基板５に設けられたイオン発生素子駆動回路５３、フ
ァン駆動回路５４、カバー開閉検知回路５５及び表示用ＬＥＤ駆動回路５６が接続してあ
る。カバー開閉検知回路５５は、前述したマイクロスイッチ３５の出力信号に応じた信号
をマイコン５２ｂに与える。マイコン５２ｂは、メモリ５２ｃに記憶されたプログラムに
従って、受光部５２ｄが受信したリモートコントローラ６からの赤外線信号及びカバー開
閉検知回路５５からの信号に基づき、イオン発生素子駆動回路５３、ファン駆動回路５４
及び表示用ＬＥＤ駆動回路５６夫々に制御信号を与える。イオン発生素子駆動回路５３、
ファン駆動回路５４及び表示用ＬＥＤ駆動回路５６夫々には、電源回路５１から電源が供
給される。
【００４５】
　イオン発生素子駆動回路５３には、イオン発生素子Ａ３１及びイオン発生素子Ｂ３２が
夫々接続してあり、イオン発生素子駆動回路５３は、マイコン５２ｂにより与えられた制
御信号に応じて、イオン発生素子Ａ３１及びイオン発生素子Ｂ３２に交流の高電圧を与え
る。イオン発生素子Ａ３１及びイオン発生素子Ｂ３２は、与えられた高電圧に応じて前述
したようにイオンを発生する。
【００４６】
　ファン駆動回路５４には、ファン３３のモータが接続してあり、ファン駆動回路５４は
、マイコン５２ｂにより与えられた制御信号に応じて、所定の回転数にてファン３３のモ
ータが回転するようにＰＷＭ制御を行う。該モータによりファン３３が回転する。
【００４７】
　表示用ＬＥＤ駆動回路５６には、表示部３６に設けられた表示用ＬＥＤ３６ａが接続し
てあり、表示用ＬＥＤ駆動回路５６は、マイコン５２ｂにより与えられた制御信号に応じ
て、イオン発生ユニット１００の動作状態（例えば、運転又は停止の別、運転モード、フ
ィルタの交換サインなど）を表示すべく、表示用ＬＥＤ３６ａを駆動する。
【００４８】
　図４は、イオン発生部であるイオン発生素子Ａ３１及びイオン発生素子Ｂ３２の駆動制
御の処理手順の一例を示すフローチャートである。マイコン５２ｂは、イオン発生ユニッ
ト１００の電源投入後、タイマをスタートさせる（ステップＳ１）とともに、イオン発生
素子Ａ３１及びイオン発生素子Ｂ３２を駆動する（ステップＳ２）。図５は、イオン発生
素子Ａ３１及びイオン発生素子Ｂ３２の駆動状態（オン／オフ）を示すタイミングチャー
トである。図５（ａ）は、イオン発生素子Ａ３１及びイオン発生素子Ｂ３２を同時に連続
的に駆動する連続駆動を示すタイミングチャートであり、図５（ｂ）及び（ｃ）は、イオ
ン発生素子Ａ３１及びイオン発生素子Ｂ３２を断続的に駆動し、イオン発生素子Ａ３１及
びイオン発生素子Ｂ３２の駆動が交互に（交番的に）なるように順次駆動する交互駆動（
交番駆動）を示すタイミングチャートである。ステップＳ２において、マイコン５２ｂは
、図５（ａ）に示すように、イオン発生素子Ａ３１及びイオン発生素子Ｂ３２を同時に駆
動し、連続駆動する。
【００４９】
　次に、イオン発生素子Ａ３１及びイオン発生素子Ｂ３２を駆動してからの経過時間Ｔが
所定時間Ｔ１以上であるか否かを判定する（ステップＳ３）。経過時間Ｔは、ステップＳ
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１においてスタートしたタイマにより計時される。なお、所定時間Ｔ１は、例えば、１時
間であり、使用される部屋の容積、イオン発生素子のイオン発生能力、部屋に設置される
イオン発生ユニットの数量等に応じて適切に設定される。
【００５０】
　ステップＳ３において、経過時間Ｔが所定時間Ｔ１以上であると判定された場合（ステ
ップＳ３：ＹＥＳ）、マイコン５２ｂは、イオン発生素子Ａ３１及びイオン発生素子Ｂ３
２を交互駆動（順次駆動）する（ステップＳ４）一方、経過時間Ｔが所定時間Ｔ１未満で
あると判定された場合（ステップＳ３：ＮＯ）、ステップＳ３に戻って動作を繰り返す。
なお、交互駆動は、例えば、図５（ｂ）に示すように行われる。このとき、イオン発生ユ
ニット１００から吹き出されるイオン量は、イオン発生素子Ａ３１及びイオン発生素子Ｂ
３２の一方のみを連続して駆動したときと同量となる。
【００５１】
　次に、カバー１の開閉状態を確認するカバー開閉状態確認動作を行う（ステップＳ５）
。図６は、カバー開閉状態確認動作の手順を示すフローチャートである。マイコン５２ｂ
は、マイクロスイッチ３５による出力信号を取り込む（ステップＳ１１）。
【００５２】
　ステップＳ１１において取り込まれた出力信号を用いて、カバー１が開状態にあるか否
かを判定する（ステップＳ１２）。なお、カバー１の開／閉は、前述した如く、カバー１
の取外し／装着に応じてオフ／オンとなるマイクロスイッチ３５の出力信号に応じて、カ
バー開閉検知回路５５により検知される。
【００５３】
　ステップＳ１２において、カバー１が開状態であると判定された場合（ステップＳ１２
：ＹＥＳ）、マイコン５２ｂは、イオン発生素子Ａ３１、イオン発生素子Ｂ３２及びファ
ン３３の駆動を停止してイオン発生ユニット１００の運転を停止し（ステップＳ１３）、
ステップＳ１４に進む。これにより、カバー１が取り外された場合、イオン発生ユニット
１００の運転が停止されることになる。
【００５４】
　一方、カバー１が開状態でない（閉状態）と判定された場合（ステップＳ１２：ＮＯ）
、イオン発生素子Ａ３１及びイオン発生素子Ｂ３２の交互駆動を継続し、ステップＳ１１
に戻って一連の動作を繰り返す。
【００５５】
　ステップＳ１４において、マイクロスイッチ３５による出力信号を取り込む。ステップ
Ｓ１４において取り込まれた出力信号を用いて、カバー１が閉状態にあるか否かを判定す
る（ステップＳ１５）。ステップＳ１５において、カバー１が閉状態であると判定された
場合（ステップＳ１５：ＹＥＳ）、リターンして、ステップＳ１に戻って一連の動作を繰
り返す。一方、ステップＳ１５において、カバー１が閉状態でない（開状態）と判定され
た場合（ステップＳ１５：ＮＯ）、運転停止状態を継続し、ステップＳ１４に戻って一連
の動作を繰り返す。マイコン５２ｂは、イオン発生ユニット１００の電源が遮断されたと
きに、イオン発生素子Ａ３１及びイオン発生素子Ｂ３２の駆動制御の動作を終了する。
【００５６】
　なお、表示部３６に設けられた表示用ＬＥＤ３６ａは、マイコン５２ｂにより与えられ
た制御信号に応じて動作する表示用ＬＥＤ駆動回路５６により、イオン発生ユニット１０
０の動作状態（例えば、運転又は停止の別、フィルタの交換サインなど）を表示するよう
に構成してある。
【００５７】
　以上のように、イオン発生ユニット１００の起動時に複数のイオン発生部であるイオン
発生素子Ａ３１及びイオン発生素子Ｂ３２を駆動し、所定時間Ｔ１連続的に駆動するよう
に構成してあるから、起動時に空間内のイオン濃度を所定濃度（例えば、設定面積１０ｍ
2 に対して７，０００個以上の濃度）まで速やかに上昇させることができる。そして所定
時間Ｔ１経過した後に、イオン発生素子Ａ３１及びイオン発生素子Ｂ３２の駆動時間を略
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均一になるように駆動しているから、一方のイオン発生素子のみが寿命に達することがな
いので、イオン発生ユニット１００全体として所定のイオン濃度を維持することができる
期間を長くすることができ、結果として、イオン発生ユニット１００の全体としての長寿
命化を図ることができる。また、所定時間Ｔ１経過した後に、イオン発生素子Ａ３１及び
イオン発生素子Ｂ３２を断続的に駆動するとともに該イオン発生素子Ａ３１及びイオン発
生素子Ｂ３２を交互に駆動するように構成してあり、発生したイオンは消滅するまでに時
間を要するから、所定のイオン濃度を維持しつつ、イオン発生素子Ａ３１及びイオン発生
素子Ｂ３２の駆動時間を短くすることにより該イオン発生素子Ａ３１及びイオン発生素子
Ｂ３２を構成する放電電極等の部品の消耗を抑え、長寿命化を図ることができる。
【００５８】
　図７は、イオン発生素子Ａ３１及びイオン発生素子Ｂ３２の駆動制御の処理手順の他の
例を示すフローチャートである。マイコン５２ｂは、イオン発生ユニット１００の電源投
入後、タイマをスタートさせる（ステップＳ２１）とともに、イオン発生素子Ａ３１及び
イオン発生素子Ｂ３２を駆動する（ステップＳ２２）。ステップＳ２２において、マイコ
ン５２ｂは、図５（ａ）に示すように、イオン発生素子Ａ３１及びイオン発生素子Ｂ３２
を同時に駆動し、連続駆動する。
【００５９】
　次に、イオン発生素子Ａ３１及びイオン発生素子Ｂ３２を駆動してからの経過時間Ｔが
所定時間Ｔ１以上であるか否かを判定する（ステップＳ２３）。ステップＳ２３において
、経過時間Ｔが所定時間Ｔ１以上であると判定された場合（ステップＳ２３：ＹＥＳ）、
ステップＳ２４に進む。一方、経過時間Ｔが所定時間Ｔ１未満であると判定された場合（
ステップＳ２３：ＮＯ）、ステップＳ２３に戻って動作を繰り返す。
【００６０】
　ステップＳ２４において、発生するイオン量に対応して定められている運転モードが高
であるか否かを判定する。運転モードは、前述したように、リモートコントローラ６を用
いて選択され、選択された運転モードの情報は、リモートコントローラ６の送信部６１及
び制御部５２の受光部５２ｄを介してマイコン５２ｂに与えられる。なお、運転モードの
高／低は、発生するイオン量の大／小に対応しており、運転モードは、高／中／低の３モ
ードある。
【００６１】
　ステップＳ２４において、運転モードが高であると判定された場合（ステップＳ２４：
ＹＥＳ）、イオン発生素子Ａ３１及びイオン発生素子Ｂ３２の連続駆動を継続し、ステッ
プＳ２５に進む。一方、運転モードが高でないと判定された場合（ステップＳ２４：ＮＯ
）、運転モードが中であるか否かを判定する（ステップＳ２６）。
【００６２】
　ステップＳ２６において、運転モードが中であると判定された場合（ステップＳ２６：
ＹＥＳ）、マイコン５２ｂは、イオン発生素子Ａ３１及びイオン発生素子Ｂ３２をパター
ン１にて交互駆動（順次駆動）し（ステップＳ２７）、ステップＳ２５に進む。なお、交
互駆動のパターン1は、例えば、図５（ｂ）に示すように行われ、このとき、イオン発生
ユニット１００から吹き出されるイオン量は、イオン発生素子Ａ３１及びイオン発生素子
Ｂ３２の一方のみを連続して駆動したときと同量となる。
【００６３】
　一方、運転モードが中でないと判定された場合（ステップＳ２６：ＮＯ）、即ち、運転
モードが低である場合、マイコン５２ｂは、イオン発生素子Ａ３１及びイオン発生素子Ｂ
３２をパターン２にて交互駆動（順次駆動）し（ステップＳ２８）、ステップＳ２５に進
む。なお、交互駆動のパターン２は、例えば、図５（ｃ）に示すように行われ、このとき
、イオン発生ユニット１００から吹き出されるイオン量は、交互駆動のパターン１よりも
少量となる。
【００６４】
　ステップＳ２５において、カバー１の開閉状態を確認するカバー開閉状態確認動作を行
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う。カバー開閉状態確認動作は、図６に示すカバー開閉状態確認動作と同様であり、説明
は省略する。マイコン５２ｂは、イオン発生ユニット１００の電源が遮断されたときに、
イオン発生素子Ａ３１及びイオン発生素子Ｂ３２の駆動制御の動作を終了する。なお、所
定時間Ｔ１経過後、運転モードに応じた駆動がなされている場合に、異なる運転モードが
選択されたときは、選択された運転モードに応じた駆動に切り替わるように構成してある
。
【００６５】
　なお、表示部３６に設けられた表示用ＬＥＤ３６ａは、マイコン５２ｂにより与えられ
た制御信号に応じて動作する表示用ＬＥＤ駆動回路５６により、イオン発生ユニット１０
０の動作状態（例えば、運転又は停止の別、運転モード、フィルタの交換サインなど）を
表示するように構成してある。例えば、運転モードが高のときは、青色ＬＥＤ２つが点灯
、中のときは、青色ＬＥＤ１つ及び緑色ＬＥＤ１つが点灯、低のときは、青色ＬＥＤ１つ
が点灯するようにしてある。
【００６６】
　以上のように、イオン発生ユニット１００の起動時に複数のイオン発生部であるイオン
発生素子Ａ３１及びイオン発生素子Ｂ３２を駆動し、所定時間Ｔ１連続的に駆動するよう
に構成してあるから、起動時に空間内のイオン濃度を所定濃度（例えば、設定面積１０ｍ
2 に対して７，０００個以上の濃度）まで速やかに上昇させることができる。そして所定
時間Ｔ１経過した後に、イオン発生素子Ａ３１及びイオン発生素子Ｂ３２の駆動時間を略
均一になるように駆動しているから、一方のイオン発生素子のみが寿命に達することがな
いので、イオン発生ユニット１００全体として所定のイオン濃度を維持することができる
期間を長くすることができ、結果として、イオン発生ユニット１００の全体としての長寿
命化を図ることができる。また、所定時間Ｔ１経過した後に、選択された運転モードに応
じたパターンにてイオン発生素子Ａ３１及びイオン発生素子Ｂ３２を連続駆動または交互
駆動するように構成してあり、運転モードを選択することにより発生するイオン量を増減
することが可能となるから、室内の使用状態等に応じて、空間内のイオン濃度を適切な濃
度に維持しつつ、イオン発生素子Ａ３１及びイオン発生素子Ｂ３２を無駄なく駆動するが
でき、長寿命化を図ることができる。
【００６７】
　なお、交互駆動のパターン１及びパターン２として図５（ｂ）及び（ｃ）を例示したが
、これに限定されず、パターン１の方がパターン２よりも発生するイオン量が大となるよ
うに設定してあればよい。
【００６８】
　また、以上の実施の形態においては、イオン発生ユニット１００の起動時に、イオン発
生素子Ａ３１及びイオン発生素子Ｂ３２を所定時間Ｔ１連続駆動するように構成してある
が、これに限定されず、交互駆動するように構成してもよい。例えば、部屋の使用開始時
間が予め分かっている場合に、使用開始時間の所定時間前に駆動するときに用いることが
できる。
【００６９】
　以上のように構成されたイオン発生ユニット１００は、照明装置に組み込まれて用いる
ことができる。図８は、イオン発生ユニット１００を備えた照明装置２００の外観斜視図
である。照明装置２００は、照明光の出射側の面が略正方形をなすスクエアタイプの照明
装置である。
【００７０】
　図中２０１は、樹脂製または金属製の矩形状のカバーであり、このカバー２０１には、
一面開口の筐体である金属製のフレーム２０２が内嵌してあり、カバー２０１及びフレー
ム２０２により照明装置２００の筐体を構成している。照明装置２００の中央部には、イ
オン発生ユニット１００が取付けてある。
【００７１】
　照明装置２００の内部のイオン発生ユニット１００を挟んだ両側には、照明用ＬＥＤモ
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ジュール２０３，２０３…がフレーム２０２の対向する２辺に沿って、２行２列の４つ配
設してある。照明用ＬＥＤモジュール２０３，２０３…を覆うように、矩形状を有する拡
散板２０４，２０４がカバー２０１の内面に夫々取付けてある。なお、照明用ＬＥＤモジ
ュール２０３，２０３…は、矩形状の平板であるＬＥＤ基板２０３ａと、このＬＥＤ基板
２０３ａに実装された複数のＬＥＤ２０３ｂ，２０３ｂ…とを備えてなる。
【００７２】
　図９は、イオン発生ユニット１００を備える照明装置２００の制御系の構成を示すブロ
ック図である。マイコン５２ｂには、照明用ＬＥＤ駆動回路２０５が接続してある。照明
用ＬＥＤ駆動回路２０５には、電源回路５１から電源が供給される。
【００７３】
　照明用ＬＥＤ駆動回路２０５には、照明用ＬＥＤモジュール２０３，２０３…が接続し
てある。照明用ＬＥＤ駆動回路２０５は、スイッチング素子を夫々備えており、マイコン
５２ｂにより与えられた制御信号に応じてスイッチング素子を開閉するように構成してあ
る。このスイッチング素子の開閉動作に応じて、一定電流が照明用ＬＥＤモジュール２０
３，２０３…に供給され、照明用ＬＥＤモジュール２０３，２０３…は所定の明るさにて
点灯する。その他の構成は、図３に示すイオン発生ユニット１００と同様であるため、対
応する構成部材に図３と同一の参照符号を付して、その構成の詳細な説明を省略する。
【００７４】
　図１０は、イオン発生ユニット１００を備える照明装置２００におけるイオン発生素子
Ａ３１及びイオン発生素子Ｂ３２の駆動制御の処理手順の一例を示すフローチャートであ
る。マイコン５２ｂは、イオン発生ユニット１００の電源投入後、照明がオン（照明装置
２００が点灯状態）か否かを判定する（ステップＳ３１）。なお、この判定は、マイコン
５２ｂに与えられるリモートコントローラ６等に設けられた電源スイッチの操作に応じた
出力信号に基づいて行われる。
【００７５】
　ステップＳ３１において、照明がオンであると判定された場合（ステップＳ３１：ＹＥ
Ｓ）、タイマをスタートさせる（ステップＳ３２）とともに、イオン発生素子Ａ３１及び
イオン発生素子Ｂ３２を駆動し（ステップＳ３３）、ステップＳ３４に進む。ステップＳ
３３において、マイコン５２ｂは、図５（ａ）に示すように、イオン発生素子Ａ３１及び
イオン発生素子Ｂ３２を同時に駆動し、連続駆動する。一方、照明がオンでないと判定さ
れた場合（ステップＳ３１：ＮＯ）、ステップＳ３１に戻って動作を繰り返す。
【００７６】
　ステップＳ３４において、イオン発生素子Ａ３１及びイオン発生素子Ｂ３２を駆動して
からの経過時間Ｔが所定時間Ｔ１以上であるか否かを判定する。ステップＳ３４において
、経過時間Ｔが所定時間Ｔ１以上であると判定された場合（ステップＳ３４：ＹＥＳ）、
マイコン５２ｂは、イオン発生素子Ａ３１及びイオン発生素子Ｂ３２を交互駆動（順次駆
動）する（ステップＳ３５）一方、経過時間Ｔが所定時間Ｔ１未満であると判定された場
合（ステップＳ３４：ＮＯ）、ステップＳ３４に戻って動作を繰り返す。なお、交互駆動
は、例えば、図５（ｂ）に示すように行われる。
【００７７】
　次に、カバー１の開閉状態を確認するカバー開閉状態確認動作を行う（ステップＳ３６
）。カバー開閉状態確認動作は、図６に示すカバー開閉状態確認動作と同様であり、説明
は省略する。カバー開閉状態確認動作の終了後、ステップＳ３２に戻って、一連の動作を
繰り返す。なお、マイコン５２ｂは、照明がオフ（照明装置２００が消灯状態）になった
ときに、これらの一連の動作を中断し、イオン発生ユニット１００の運転を停止して、ス
テップＳ３１に進む処理を行うように構成してある。マイコン５２ｂは、イオン発生ユニ
ット１００の電源が遮断されたときに、イオン発生素子Ａ３１及びイオン発生素子Ｂ３２
の駆動制御の動作を終了する。
【００７８】
　以上のように、照明装置２００の照明用ＬＥＤモジュール２０３，２０３…の点灯に応



(11) JP 5264359 B2 2013.8.14

10

20

30

40

50

じてイオン発生ユニット１００の複数のイオン発生部であるイオン発生素子Ａ３１及びイ
オン発生素子Ｂ３２を駆動するように構成してあり、特にオフィス、工場においては、部
屋を使用するときに照明装置を点灯するのが一般的であるから、人が部屋を使用するとき
に室内のイオン濃度を所定濃度まで速やかに上昇させ、清潔で快適な作業空間又は居住空
間を実現することができるとともに、イオン発生素子Ａ３１及びイオン発生素子Ｂ３２を
無駄なく駆動することができ、長寿命化を図ることができる。
【００７９】
　また、光源にＬＥＤを用いており、ＬＥＤは長寿命であり、また前述の如くイオン発生
素子Ａ３１及びイオン発生素子Ｂ３２を駆動することにより、イオン発生素子Ａ３１及び
イオン発生素子Ｂ３２を長寿命化することができる。照明装置は天井等の高所に取付けら
れているのが一般的であり、交換作業の手間がかかるところ、イオン発生素子Ａ３１及び
イオン発生素子Ｂ３２又は光源の交換作業の回数を低減することができるから、使用者の
手間を軽減することができる。イオン発生素子Ａ３１及びイオン発生素子Ｂ３２の駆動の
パターンを適切に設定することにより、イオン発生素子Ａ３１及びイオン発生素子Ｂ３２
と照明用ＬＥＤモジュール２０３，２０３…との寿命を略同一にして、交換作業を同時に
行うことが可能となり、より使用者の手間を軽減することができる。
【００８０】
　図１１は、イオン発生ユニット１００を備える照明装置２００におけるイオン発生素子
Ａ３１及びイオン発生素子Ｂ３２の駆動制御の処理手順の他の例を示すフローチャートで
ある。マイコン５２ｂは、イオン発生ユニット１００の電源投入後、照明がオン（照明装
置２００が点灯状態）か否かを判定する（ステップＳ４１）。
【００８１】
　ステップＳ４１において、照明がオンであると判定された場合（ステップＳ４１：ＹＥ
Ｓ）、タイマをスタートさせる（ステップＳ４２）とともに、イオン発生素子Ａ３１及び
イオン発生素子Ｂ３２を駆動し（ステップＳ４３）、ステップＳ４４に進む。ステップＳ
４３において、マイコン５２ｂは、図５（ａ）に示すように、イオン発生素子Ａ３１及び
イオン発生素子Ｂ３２を同時に駆動し、連続駆動する。
【００８２】
　一方、照明がオンでないと判定された場合（ステップＳ４１：ＮＯ）、マイコン５２ｂ
は、イオン発生素子Ａ３１及びイオン発生素子Ｂ３２をパターンＢにて交互駆動（順次駆
動）する（ステップＳ４５）。ステップＳ４５において、マイコン５２ｂは、例えば、図
５（ｃ）に示すように、イオン発生素子Ａ３１及びイオン発生素子Ｂ３２を駆動する。次
に、カバー１の開閉状態を確認するカバー開閉状態確認動作を行う（ステップＳ４６）。
カバー開閉状態確認動作は、図６に示すカバー開閉状態確認動作と同様であり、説明は省
略する。カバー開閉状態確認動作の終了後、ステップＳ４５に戻って、一連の動作を繰り
返す。なお、マイコン５２ｂは、照明がオンになったときに、これらステップＳ４５及び
Ｓ４６の一連の動作を中断し、ステップＳ４７に進む処理を行うように構成してある。
【００８３】
　ステップＳ４４において、イオン発生素子Ａ３１及びイオン発生素子Ｂ３２を駆動して
からの経過時間Ｔが所定時間Ｔ１以上であるか否かを判定する。ステップＳ４４において
、経過時間Ｔが所定時間Ｔ１以上であると判定された場合（ステップＳ４４：ＹＥＳ）、
マイコン５２ｂは、イオン発生素子Ａ３１及びイオン発生素子Ｂ３２をパターンＡにて交
互駆動（順次駆動）する（ステップＳ４７）一方、経過時間Ｔが所定時間Ｔ１未満である
と判定された場合（ステップＳ４４：ＮＯ）、ステップＳ４４に戻って動作を繰り返す。
ステップＳ４７において、マイコン５２ｂは、例えば、図５（ｂ）に示すように、イオン
発生素子Ａ３１及びイオン発生素子Ｂ３２を駆動する。
【００８４】
　次に、カバー１の開閉状態を確認するカバー開閉状態確認動作を行う（ステップＳ４８
）。カバー開閉状態確認動作は、図６に示すカバー開閉状態確認動作と同様であり、説明
は省略する。カバー開閉状態確認動作の終了後、ステップＳ４２に戻って、一連の動作を



(12) JP 5264359 B2 2013.8.14

10

20

30

40

50

繰り返す。なお、マイコン５２ｂは、照明がオフ（照明装置２００が消灯状態）になった
ときに、これら一連の動作を中断し、ステップＳ４５に進む処理を行うように構成してあ
る。
【００８５】
　マイコン５２ｂは、イオン発生ユニット１００の電源が遮断されたときに、イオン発生
素子Ａ３１及びイオン発生素子Ｂ３２の駆動制御の動作を終了する。
【００８６】
　以上のように、照明装置２００の照明用ＬＥＤモジュール２０３，２０３…の点灯／消
灯に応じてイオン発生ユニット１００のイオン発生素子Ａ３１及びイオン発生素子Ｂ３２
が発生するイオン量が大／小となるように駆動するように構成してあり、一般に、照明装
置の点灯／消灯は、特にオフィス、工場においては、部屋を使用するときに照明装置を点
灯するのが一般的であるから、人が部屋を使用するときに室内のイオン濃度を所定濃度ま
で速やかに上昇させ、清潔で快適な作業空間又は居住空間を実現することができるととも
に、イオン発生素子Ａ３１及びイオン発生素子Ｂ３２を無駄なく駆動することができ、長
寿命化を図ることができる。照明装置２００の照明用ＬＥＤモジュール２０３，２０３…
の消灯時においても少量のイオンを発生するように構成してあるから、作業空間又は居住
空間を常に清潔で快適な状態に維持することができる。
【００８７】
　なお、本実施の形態においては、照明装置２００の照明用ＬＥＤモジュール２０３，２
０３…の点灯／消灯に応じて、イオン発生ユニット１００のイオン発生素子Ａ３１及びイ
オン発生素子Ｂ３２が発生するイオン量が大／小となるように構成しているが、これに限
定されない。照明装置２００の照明光の照度の高／低に応じてイオン発生ユニット１００
が発生するイオン量が大／小となるように構成してもよいし、点灯／消灯と照度の高／低
とを組み合わせて、例えば、高照度／低照度／消灯の３パターンに対応して発生するイオ
ン量を変化させるように構成してもよい。これにより、一般に、照明装置の照度の高／低
は、人の活動の活発さに対応していることが多いから、清潔で快適な作業空間又は居住空
間を実現することができるとともに、イオン発生部を無駄なく駆動することができ、長寿
命化を図ることができる。
【００８８】
　図１２は、イオン発生ユニット１００を備えた他のタイプの照明装置３００の外観斜視
図である。照明装置３００は、照明光の出射側の面が略長方形をなすストレートタイプの
照明装置である。
【００８９】
　図中３０１は、樹脂製または金属製の矩形状のカバーであり、このカバー３０１には、
一面開口の筐体である金属製のフレーム３０２が内嵌してあり、カバー３０１及びフレー
ム３０２により照明装置３００の筐体を構成している。照明装置３００の一端部には、イ
オン発生ユニット１００が取付けてある。
【００９０】
　照明装置３００の他の部分の内部には、照明用ＬＥＤモジュールがフレーム３０２の長
手方向に沿って、複数個配設してある。照明用ＬＥＤモジュールを覆うように、矩形状を
有する拡散板３０４，３０４がカバー３０１の内面に夫々取付けてある。照明用ＬＥＤモ
ジュールとして、照明装置２００において用いられている照明用ＬＥＤモジュール２０３
と同様のＬＥＤモジュールを用いることができる。
【００９１】
　この照明装置３００においても、照明装置２００と同様に、照明装置の照明用ＬＥＤモ
ジュールの点灯／消灯、及び／又は照度の高／低に応じてイオン発生ユニット１００のイ
オン発生素子Ａ３１及びイオン発生素子Ｂ３２が発生するイオン量が大／小となるように
駆動するように構成することができる。この結果、清潔で快適な作業空間又は居住空間を
実現することができるとともに、イオン発生部を無駄なく駆動することができ、長寿命化
を図ることができる。
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【００９２】
　また、照明装置２００と同様に、照明装置３００の光源にＬＥＤを用いているから、イ
オン発生素子Ａ３１及びイオン発生素子Ｂ３２の駆動のパターンを適切に設定することに
より、イオン発生素子Ａ３１及びイオン発生素子Ｂ３２とＬＥＤモジュールとの寿命を略
同一にして、交換作業を同時に行うことが可能となり、より使用者の手間を軽減すること
ができる。
【００９３】
　なお、以上のイオン発生ユニット１００を備えた照明装置においては、照明装置の点灯
／消灯に応じてイオン発生ユニット１００のイオン発生素子Ａ３１及びイオン発生素子Ｂ
３２の駆動のパターンを決定するように構成してあるが、これに限定されず、照明装置の
点灯／消灯、及び／又は照度の高／低に応じてイオン発生素子Ａ３１及びイオン発生素子
Ｂ３２の駆動のパターンを決定するように構成してもよい。また、照明装置の点灯／消灯
、及び／又は照度の高／低に加えて、リモートコントローラ６により選択される運転モー
ド（高／中／低）に応じて、イオン発生素子Ａ３１及びイオン発生素子Ｂ３２の駆動のパ
ターンを決定するように構成してもよい。この場合、運転モードと照明装置の点灯／消灯
、及び／又は照度の高／低の組み合わせに応じて、発生するイオン量が変化するように交
互駆動のパターンを適切に設定すればよい。
【００９４】
　また、以上のイオン発生ユニット１００を備えた照明装置においては、照明装置に連動
してイオン発生素子Ａ３１及びイオン発生素子Ｂ３２を駆動させるようにしているが、こ
れに限定されず、イオン発生素子Ａ３１及びイオン発生素子Ｂ３２のみを先に駆動させる
ようにしてもよい。例えば、部屋の使用開始時間が予め分かっている場合に、使用開始時
間の所定時間前にイオン発生素子Ａ３１及びイオン発生素子Ｂ３２のみを駆動しておくよ
うにしてもよい。
【００９５】
　なお、以上、イオン発生素子Ａ３１及びイオン発生素子Ｂ３２の駆動のパターンとして
、図５を例に説明したが、これに限定されないのは言うまでもない。交互駆動のパターン
として、図５（ｃ）に例示したパターンよりもイオン発生素子Ａ３１及びイオン発生素子
Ｂ３２両方が駆動していない時間が短い又は長い駆動パターンもあり得るし、イオン発生
素子Ａ３１及びイオン発生素子Ｂ３２の駆動が部分的に重なって同時に駆動する時間のあ
る交互駆動のパターンもあり得る。
【００９６】
　また、以上の実施の形態において、イオン発生ユニット１００は、イオン発生素子Ａ３
１及びイオン発生素子Ｂ３２の２つのイオン発生素子を備えているが、これに限定されず
、３つ以上のイオン発生素子を備えてもよい。この場合、複数のイオン発生素子を交番的
に、例えば、３つのイオン発生素子Ａ，Ｂ，Ｃがある場合、Ａ→Ｂ→Ｃ→Ａ…と順次駆動
するように構成すればよい。
【００９７】
　また、以上の実施の形態においては、本発明に係るイオン発生ユニットとして空気清浄
ユニットを例に説明したが、これに限定されず、例えば、空気調和機（エアコンディショ
ナー）等の外部に空気を排出することができる機器に適用可能である。
【００９８】
　また、以上の実施の形態においては、光源としてＬＥＤを用いているが、これに限定さ
れず、ＥＬ（Ｅｌｅｃｔｒｏ　Ｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｃｅ）、蛍光灯、電球等を用いても
よい。光源としては、長寿命の光源であることが望ましい。
【００９９】
　本発明は、その他、特許請求の範囲に記載した事項の範囲内において種々変更した形態
にて実施することが可能であることは言うまでもない。
【図面の簡単な説明】
【０１００】
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【図１】本発明に係るイオン発生ユニットの外観斜視図である。
【図２】イオン発生ユニットの分解斜視図である。
【図３】イオン発生ユニットの制御系の構成を示すブロック図である。
【図４】イオン発生部であるイオン発生素子Ａ及びイオン発生素子Ｂの駆動制御の処理手
順の一例を示すフローチャートである。
【図５】イオン発生素子Ａ及びイオン発生素子Ｂの駆動状態を示すタイミングチャートで
ある。
【図６】カバー開閉状態確認動作の手順を示すフローチャートである。
【図７】イオン発生素子Ａ及びイオン発生素子Ｂの駆動制御の処理手順の他の例を示すフ
ローチャートである。
【図８】イオン発生ユニットを備えた照明装置の外観斜視図である。
【図９】イオン発生ユニットを備える照明装置の制御系の構成を示すブロック図である。
【図１０】イオン発生ユニットを備える照明装置におけるイオン発生素子Ａ及びイオン発
生素子Ｂの駆動制御の処理手順の一例を示すフローチャートである。
【図１１】イオン発生ユニットを備える照明装置におけるイオン発生素子Ａ及びイオン発
生素子Ｂの駆動制御の処理手順の他の例を示すフローチャートである。
【図１２】イオン発生ユニットを備えた他のタイプの照明装置の外観斜視図である。
【符号の説明】
【０１０１】
　３１　イオン発生素子Ａ（イオン発生部）
　３２　イオン発生素子Ｂ（イオン発生部）
　５２　制御部
　１００　イオン発生ユニット
　２０３　照明用ＬＥＤモジュール（光源）
　２０３ｂ　ＬＥＤ（光源）
【図１】 【図２】



(15) JP 5264359 B2 2013.8.14

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】
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